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令和６年度上期三原市下水道事業の財政事情について

（令和６年４月１日から令和６年９月３０日まで）

令和６年度上期における三原市下水道事業の財政状況の概要は、次のとおりです。

（経営成績）

事業全体の収支は、損益計算書に示すとおり、収益合計が１８億８，４３２万４，１８４円、

費用合計は１５億５，５７０万８，１８７円で差引３億２，８６１万５，９９７円の黒字となっ

ています。

収益は、営業収益が９億６，６４９万８，２４０円、そのうち下水道使用料が５億７６１万

６，０４０円となっており、営業外収益が９億１，７８２万５，９４４円となっています。

一方、費用は、営業費用が１４億２，８８９万４，４６０円、営業外費用が１億２，６７９万

６，９３８円、特別損失が１万６，７８９円となっています。

以上の結果、総収益対総費用は１２１．１％となりました。

（財政状態）

貸借対照表に示すとおり、資産の部は、固定資産が５０１億８，７９１万３，７７５円、流動

資産が９億１，１５３万５，３２３円となっています。

負債の部は、固定負債が１６７億６，０３１万９，３６２円、流動負債が１１億１，９３８万

４，６００円、繰延収益が２３８億４，９０４万３，４６８円となっています。

資本の部は、資本金が８４億７，１５０万３，６４６円、剰余金が５億７，０５８万２，０２５

円となり、当期純利益が３億２，８６１万５，９９７円となっています。

（予算執行状況）

収益的収入は ４６．６％の収入率、収益的支出は２２．２％の執行率、資本的収入は

５．６％の収入率、資本的支出は３４．８％の執行率となっています。資本的収入の数値が低い

のは、企業債及び補助金が下期において収入されるためです。

（結び）

令和６年度上期においては、令和５年度上期と同様に一般会計からの繰出金を受けたことから、

純利益を計上することができました。

汚水事業については、未普及解消を中心に公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業、農

業集落排水事業、漁業集落排水事業、小型浄化槽事業（市町設置型）を実施しております。雨水

事業については、浸水対策を中心に管渠の整備、ポンプ場整備及び更新等行っております。

今後、下水道事業の経営健全化に向け、適切な収入、支出に努めてまいります。














